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令和４年度 第３回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  令和４年６月17日  午前９時30分から 

 

場所  宍粟市役所 ４階 402・403会議室 
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第３回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

 

● 開会・閉会の年月日時及び場所 

 令和４年６月17日（金） 午前９時30分～午前10時20分 

 兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地６ 宍粟市役所 ４階 402・403会議室 

 

● 会議に出席した者の職氏名 

 教育委員 

中田直人  教育長 片山繁樹  委員 

金本一二  委員 飯田さおり 委員 

中川まゆみ 委員 

 

 

 事務局 

大谷奈雅子 教育部長 小河秀義  教育部次長 

進藤美穂  次長兼教育総務課長 

西林文隆  次長兼施設整備課長 

水口惠子  社会教育文化財課長 

中尾善弘  次長兼まちづくり推進課長 

岩本浩二  教育総務課副課長 

岩蕗貴裕  こども未来課長 

谷尻博誉  学校教育課長 

池本雅彦  次長兼山崎学校給食センター所長 

梶原昭一  人権推進課長 

 

 

１ 開会 

  中田教育長が開会した。 

 

２ 会議の成立宣言 

  出席者数５名となり、中田教育長が会議の成立を宣言した。 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  署名委員は、中田教育長の指名により、片山繁樹委員に決定した。 

 

４ 前回会議録の承認 

令和４年度第２回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の会議録について、進藤次長兼教育総務課長が説明し、承認された。 

 

５ 教育長報告 

次の４点について、中田教育長が報告した。 

 (１) ６月議会上程議案の可決について 

   田中登奨学金関連、６月補正予算、蔦沢小学校改修工事の契約について、可決された。  
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   蔦沢小学校の改修内容等については、後ほど担当から説明する。 

 

 (２) ６月補正予算（追加分）の教育長専決について 

   ・国から「新型コロナウイルス感染症対策 地方創生臨時交付金（コロナ禍における原油 

    価格・物価高騰対応分）」の交付通知を受け調整した６月補正予算（追加分）について 

    は、緊急を要するものであったため教育長専決を行い、６月10日に上程し、６月15日に 

    可決された。 

   ・コロナ禍の影響を受け、市内の小中学校、保育所、こども園、千種高等学校の給食材料 

    費が高騰しているが、この高騰分の財源として国の臨時交付金を活用するものであり、 

    給食の質の低下を防ぐことにつなげる。 

 

 (３) 小中一貫教育に係る取組状況について 

   ６月９日に第１回目の波賀小中学校の小中一貫教育推進プロジェクト会議を開催した。 

 

 (４) 幼保一元化推進状況について 

   ・５月の教育委員会で城下地区認定こども園の設置・運営事業者を選定したが、これを受 

    け、用地造成設計及び開発申請業務の発注に向けた準備を進めている。 

   ・山崎地区認定こども園の造成工事は、市と県の完了検査が終わり、今後は、運営事業者 

    による園舎の建築工事がはじまる。これらの状況等について、本日19時から山崎地区の 

    自治会長会で説明を行う予定。 

 

６ 協議報告事項 

 （１） 令和４年度宍粟市一般会計６月追加補正予算（第３号）について 

    資料１【Ｐ１】により、進藤次長兼教育総務課長が概要を説明し、岩蕗こども未来課長 

   及び池本次長兼山崎学校給食センター所長が詳細を説明した。 

 

 （２） 要保護・準要保護児童生徒認定状況について 

  資料２【Ｐ２】により、進藤次長兼教育総務課長が説明した。 

 

 （３） 小中一貫教育に係る取組と今後の予定について 

 資料３【Ｐ３～６】により、谷尻学校教育課長が説明した。（資料の修正あり → Ｐ６ 

   の２行目「（予定）」を削除） 

 

 （４） 令和４年度宍粟市教育委員会学校訪問日程について 

 資料４【Ｐ７】により、谷尻学校教育課長が説明した。（６月21日の波賀小学校の訪問 

   については、片山委員に依頼する。） 

 

 （５） 宍粟市立蔦沢小学校統合改修工事の概要について 

  資料５【Ｐ８】により、西林次長兼施設整備課長が説明した。（資料の修正あり →  
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   Ｐ８の４～６行目「（予定）」を削除） 

 

 委員の主な意見及び事務局の説明 

  （金本委員） 

     小中一貫教育の関係で、教頭の業務が増加していると聞く。うちの孫のことで娘が朝 

    早くに学校に電話をかけることがあるが、６時半には学校におられる様子である。一方 

    で、夕方の７時半ごろに教頭から電話がかかってくることもある。小中一貫校となった 

    場合、かなり業務が増えているのではないかと思慮するが、加配等で教員は増えるのか。 

  （谷尻学校教育課長） 

     小中一貫校では、市費の教員を１名加配している。千種については、その教員が小中 

    両方の授業を担当することになっている。この教員が授業を受け持ってくれることで、 

    他の教員が小中一貫教育の事業やイベントの調整に注力できる体制をとっている。 

     現状では、教頭が朝早くから夜遅くまで校務に取り組まれているので、これ以上の負 

    担増とならないよう市費の担当教員を配置している。 

  （金本委員） 

     特にコロナ禍の中で、子どもの発熱やスクールバスの関係、欠席のことなど連絡がす 

    べて教頭に入っている状態と聞くので、先ほどの出勤時間のことも含め、交代やローテ 

    ーションでの対応など、負担が集中しないよう留意してほしい。 

  （谷尻学校教育課長） 

     教頭先生の負担が大きくならないよう、学校にも改めて確認を行う。 

  （中田教育長） 

     小中一貫教育のメリットはたくさんあるが、一方で、課題として、教頭先生を含め、 

    教職員の多忙化解消という部分について、なかなか改善点が見出せない状況にある。 

     しかし、小中一貫校になれば、これまで小学校と中学校それぞれが行っていた業務を 

    一体的に整理していくことは可能と思われる。先行事例等も研究しながら、業務改善に 

    取り組んでいく必要がある。何より、教職員が子どもと向き合う時間を確保し、教育活 

    動に集中してもらえるよう、教育委員会として、引き続き小中学校をサポートしていき 

    たい。 

 

  （片山委員） 

     蔦沢小学校の改修工事について、新築ではなく改修ということだが、30年近く前から 

    プール周辺等の老朽化が目についていた。もちろん専門業者が確認したうえで改修とい 

    う判断になったかと思うが、心配な部分もある。 

  （西林次長兼施設整備課長） 

     新築で建設できれば一番良いのだが、児童数の減少を見込む部分や財源的な観点から 

    市として改修工事という判断になった。委員の話にあったプール周辺等については、躯 

    体自体は正面のコンクリートモルタル等は落下しているが、当然、その部分の補修を行 

    い、安全になるよう改修する。 
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  （片山委員） 

     児童数の減少の見込みや財源的な観点を考慮されたとなると、難しい部分はあるかと 

    思うが、子ども達が安全にプールの授業を受けられるよう、配慮されたい。 

 

 （６） 宍粟市人権教育研究協議会事業計画について 

 資料６【Ｐ９～10】により、水口社会教育文化財課長が説明した。 

 

 （７） 学校給食における異物混入状況及び対策について 

    資料７【Ｐ11】により、池本次長兼山崎学校給食センター所長が説明した。 

 

 （８） 令和４年度スポーツイベントについて 

 資料８【Ｐ12】により、中尾次長兼まちづくり推進課長が説明した。 

 

 （９） 「Ｓ１グランプリ2022」作品募集について 

 資料９【Ｐ13】により、梶原人権推進課長が説明した。 

 

 (10) その他 

 ・教科書展示会の実施についてのお知らせ 

      谷尻学校教育課長が説明した。（６月１日から20日にかけて本庁舎４階で実施） 

 

 委員の主な意見及び事務局の説明 

  （片山委員） 

     宍粟市人権教育研究協議会事業計画の関係で、昨年度と一昨年度は、山崎南中学校区 

    が西人協の指定を受け、学校教育の部と社会教育の部の研究を進めた。 

     学校教育の部については、コロナ禍の中で、先生方が学びの保障をしながら、コロナ 

    対策も行うという大変苦労された中で、発表会を実施された。社会教育の部についても、 

    いろいろ考え講演会の準備を進めていたが、コロナの関係で実施することが出来なかっ 

    た。社会教育文化財課の職員には大変お世話になった。 

     今後の２年間は一宮南中学校区が指定を受けられるようだが、コロナ後の新しい取組 

    に期待したい。 

  （水口社会教育文化財課長） 

     一宮南中学校区で今年度から事業をスタートするに当たり、特に社会教育の部の関係 

    で、コロナのこと等もあり、自治会の体力がなくなってきていると感じている。これか 

    らの２年間で、新たな方向性や課題解決に向けた取組を検討していきたい。 

 

  （金本委員） 

     学校給食のおかげで、うちの孫の好き嫌いが少なくなり、いろいろな物が食べられる 

    ようになった。さきほどの報告で、異物混入もゼロと聞き、所長をはじめ職員の皆さん 

    の努力のおかげだと感じている。 
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  （池本次長兼山崎学校給食センター所長） 

     学校給食の中に、例えば髪の毛が混入していたために、心的なストレスを感じるよう 

    になり、それ以降、家でもその料理が食べられなくなったということがないよう、細心 

    の注意を払っている。 

  （大谷部長） 

     ４月以降、給食材料費が非常に高騰している関係で、工夫で対応することも限界にき 

    ており、大変苦労していたが、報告させていただいた６月補正予算の追加の関係で、国 

    の臨時交付金を活用できることになり、すこし一息つける状況になったかと思う。今後 

    も厳しい状況が続くかと思うが、引き続き、給食現場と一緒になって、給食の質を維持 

    できるよう対応を検討していきたい。 

 

７ 次回会議の招集について 

令和４年７月15日（金）午前９時30分から、宍粟市役所４階402・403会議室において、令和

４年度第４回宍粟市教育委員会を開催することとした。 

 

８ 閉会 

  片山委員が閉会した。 


